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1.ラ ーム カムヘ ー ン王 碑 の偽 作説
1987年、オース トラリア国立大学で開催 されたInternationalConferenceonThaiStudies
でヴィッカ リー(MichaelVickery)が発表 した研究報告は、13世紀末にタイ語で刻 まれたタ
イ最古の碑文 とされている、有名なラームカムヘー ン王碑を取 り上げ、 「ラームカムヘー ン王
碑文 は東南アジア史の ピル トダウン人の頭蓋骨か」という衝撃的な題名であった1)。ピル トダ




発展段階にあったと推測 されるのに、同時代の ものではラームカムヘーン王碑文だけが きわめ
て規則的であり近代的である点、タイ文字の母音符号を子音文字 と同列 に並べる特異性、タイ




との矛盾をはらみながら相似す るのは、ラームカムヘー ン王碑文を後の碑文が引用模倣 したか
らであるといわれて きたが、む しろ逆 に同時代の碑文の内容をまねたものではないか、という
疑問を呈 した。 ヴィッカ リーは論文の中で、すでにこの碑文に疑問を持 ったタイ人研究者の説
を紹介 しているが、 とりわけ ピリヤ ・クライルー ク(PhiriyaKrairiksh)が「意図的な歴史
上の偽作であるときっぱ りと論 じた」と高 く評価 している。
ヴィッカ リーはピリヤの論点を1986年の研究者向けタイ語雑誌の論文 に見いだ しているが、
タイ国内で大きな論争を巻 き起 こしたのは、1988年にピリヤがタンマサー ト大学の講義録 とし
てrラ ームカムヘーン王碑:美 術史学的研究』2)を著 し、それをもとにrラ ームカムヘーン王
碑』3)という著書を1989年に出版 したときであ った。著書は美術史学者の立場から、碑文の記
述と現地の事実 との矛盾撞着、同時代の他のスコータイ碑文との比較検討か らの相違 ・特異性
などを理由に偽作であるとした。さらにピリヤは論文 「ラームカムヘーン王碑」4)において、
随習を改革 して近代化 し、西洋風の文明に適合 させ るたあ、王室独 占貿易か ら自由貿易へ切 り
替えるため、また王を神の化身とみなす神王思想から王を父とみなす家父長的温情主義政治へ
?
の転換のためなど、その歴史的根拠 となるように作 られたとし、碑文が語る内容 とそれが意味
する思想 は、19世紀初期の タイを反映 させて いるとして、その作者 は、1833年にラームカム
ヘーン王碑を発見 したとされているモンクッ ト王子(後 のラーマ四世)そ の人であると断定 し
た5)。モ ンクッ ト王子は20歳で出家 し27年間僧籍にあって、その間、タイ伝統の学問と してサ
ンスクリッ ト・パ ー リ語、仏教、占星術 を学ぶ一方で、フランス人神父、アメリカ人宣教師 ら
と交流を もち、西洋の科学、天文学、英語をいちはや く学んだ卓越 した学者であり、19世紀中
葉のタイを開国へ と導 いた開明君主であ った。タイ語の著作を数多 く残 して いる王であるが、
不思議な ことに、王 子の時代にラームカムヘーン王碑を発見 し、バ ンコクにもたらしたとされ
ていなが ら、その経緯 にっいては一言 も書 き残 していない。
ラームカムへ一 ン王によ るタイ文字が生 まれて700周年 にあた るとす る1983年には、タイ文
部省芸術局やチュラーロンコーン大学を中心 に祝賀行事が行われ、タイ文字にかかわる様々な
出版物が刊行されていた。それから数年 もたたず、想像 もしなか った国内外か らの偽作説 に、
タイの歴史学界は騒然 となった。 タイの歴史学者や美術史学者が反論 し、いくっかのセ ミナー、
シンポジウムが開催 された。なかで も学界の大御所である碑文学者プラスー ト・ナ ・ナ コー ン
博士と美術史学者スパ トラディ ト・ディッサクン親王を招いて開催された1988年11月16日の シ
ンポジウム、現国王の姉カンラヤーニーワッタナー内親王が主催された1989年3月4日のシン
ポジウムは、その内容を伝える記録が出版 されている。 タイ知識人の関心の高さを示す もので
あった。
タイの学術団体サイアム ・ソサエティーの評議会議長であるカンラヤーニーワッタナー内親
王はシンポジウムの冒頭に挨拶 し、 「今回のシンポ ジウムは第一基碑文[ラ ームカムヘー ン王
碑文]が 本当に古 いものなのか、後世に新 しく作 りだされたものなのか、を明 らかにす るため
であ ります。 そして、そのような新 しい考え方が どうして生 じたのか知 りたいと思う方々がい
るで しょうし、それに同意 しない方々はそれぞれの見解を表明 したいはずだ と考え、その機会
となるよ うに私が企画いた しました。そ して、第一基碑文に関 して疑念を抱 く方にもまた、そ
の個人的見解とその理由を述べる機会を与えるべ きだと思います。聴取者はそれを後程検討で
きるとい うわけです。今回の第一基碑文 を分析 し研究するための シンポジウムは、学術的な討
論であるのみならず、rラ ームカムヘー ン王碑』の名前で良 く知 られた第一基碑文に対するタ
イ人の精神的きずなにかかわる内容を検討す るものです。なぜな ら、 この碑文の内容は学校で
習い始めるタイ史のなかのスコータイ史 そのものであるか らです。そ うしたことからタイ人は
第一基碑文がタイの歴史、文化、哲学、道徳 に深い意味を もっていると思 っています。 しか し、
?
たとえ第一基碑文がラームカムヘー ン王の時代に刻まれたものでないと しても、タイの歴史や
文化が抹消 されることを意味す るのでな く、む しろ、この碑文に対 して、今後の実 りある研究
で新たな視点、見解を提供するもの と、私は考えます。」6)内親王による企画という意味あい
と、挨拶のことばか らうかがえるのは、まず、ラームカムヘーン王碑の真偽問題にタイの王室
が重大な関心 を寄せている点である。学問的な議論の場 を設 けつつ も、碑文 は学校教育の場で
教えているスコータイの歴史そのものであり、文化、思想、道徳に至るタイ固有の精神文化の
拠 り所 となっていて、いまや不可欠な存在にな っていることを強調 して いる。それで も、偽作
説を抹殺す るのではな く耳を傾けてみよ うという配慮 と、真偽論争を学問研究の場にとどめ、
できればより建設的な見解を導 き出 し、補強 したい、 という願いが感 じられ る。
タイ国内でのラームカムヘーン王碑の真偽論争は1年 以上続いていたη。サイアム ・ソサエ
ティーは外国人研究者による真偽論争の論集 丁んεRα航んんαmんαeπ8(】o鷹rouers:yを1991年に
出版 し、 シリン トーン王女が後援する歴史学協会(TheHistoricalSociety)は1992年に、サ
イアム ・ソサエティーのジャーナルに数年にわたって掲載 されて きたプラスー ト・ナ ・ナコー
ン博士(PrasertNaNagara)とグリスウォル ド(A.B.Griswold)とのスコータイ碑文研究
の一連の論文をまとめて復刻出版 し、巻末にプラスー ト・ナ ・ナコー ンのヴィッカ リーへの反
論を掲載 した。その後は圧倒的な本物説によって、本物 を主張する多 くの学者に論破されたか
のよ うに、偽作説がかき消 されたようになって、1994年現在で は真偽論争 は鎮静化 して しまっ
た。
本稿ではラームカムヘーン王碑の真偽論争 に立ち入 る意図はなく、ラームカムヘー ン王碑が
本物であろうと偽作であろうと、後にラーマ四世 として即位するモンク ット王子が発見 したと
いう19世紀中期以降のタイにおいて、カ ンラヤーニーワッタナー内親王のあいさっにみ られ る
ごとく、ラームカムヘー ン王碑の出現がタイの古代史を明 らかにし、タイの伝統的精神文化を
創造 してきたとすれば、ラームカムヘー ン王碑の出現以降にどのような歴史像が造 り出されて
きたのか、ラームカムヘーン王碑文が どのような役割を担 ったのか、ラームカムヘー ン王碑を
め ぐるタイの指導的立場 にある人 々の言説の構図を探 り、タイが描 く歴史像か ら、自己認識の
構造を分析 し、近代国家と しての意識がどのような歴史空間に生まれて きたかを考察す る。
2.ラ ームカム ヘー ン王碑 の発 見 と解 読
タイ語最古の碑文ラームカムヘー ン王碑が ラーマ四世の偽作であったにせよ、発見されたも
のであるにせよ、世に紹介 され るのは、19世紀中期、西洋からの衝撃を知的に対応 したラーマ
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四世 に よ ってで あ った。1855年に通 商航 海条 約締結 の ため、'バンコ クを訪 問 したサ ー ・ジ ョン
・バ ウ リング(SirJohnBowring)に、 ラー マ四世 はラ ーム カム ヘ ー ン王 碑 文 を模写 して、
「これ らの文字 は碑 文 か ら写 しと った もので あ ります。私 は貴殿 に差 しあげ るため に英 語 に翻
訳 しは じめ ま した。 しか し、現 在 は まだ訳 し終 えて い ませ ん。 全訳 で きま した ら、早速 お送 り
致 します 。貴殿 が所 望 して お られ るので 、私 は私 の弟で あ るウ ォンサ ーテ ィラー トサニ ッ ト親
王 とで、1350年にア ユ タヤを都 と して始 ま った シャムの正 しい歴史 と、私 がか つて貴殿 に書 き
著 した もの よ り も詳 しい王家 の歴史 を著 す準備 を進 めて い ます 。8)」と書 き送 って いた。 碑文
の最 初 の一行 目を英 語 で逐語訳 して書 き込 みを施 した ラー ムカムへ 一 ン王碑文 の書写 が、 ラー
マ四 世 か らバ ウ リ ングに贈 られて いた。 そ の コ ピー はバ ウ リ ングの著 書 丁舵K議gdo襯 απd
.PeopZε(ゾ翫α隅 の 第一 巻 に掲 載 されて い る。書 き込 みの逐 語訳 は正確 に解読 されて い る。バ
ウ リングは 自著で 、 「プラ ・ク ロム ・ラ』 ム ・コム プア ン王[ラ ーム カムヘ ー ン王]は アユ タ
ヤ建設 に先立 っ66年前 の西 暦1284年に シャムの アル ファベ ッ トを もた らした、 シャムの北 方 の
卓 越 した王 と して知 られて い る。9)」と紹 介 して い る。 ラー マ四世 に よる碑文 の全 訳や シャム
史な どの著 作 は現 存 して いな いが、 ラーマ 四世 はアユ タヤ王朝 以前 にアユ タヤの北 にタイ族 の
王朝が あ り、優 れた王 が いた こ とを イギ リス人使 節 に紹 介 して いた。 ラー マ四世 は同 じ碑文 の
写 しを1856年に フラ ンスの使節 に も渡 して いた とい う。 と ころが、 ラ ーマ四世 はタ イ人 向 けに
碑文 の紹 介 はお ろか 、発 見 の い きさつ につ いて も、何 も書 き残 して いな い10)。ラーマ 四世 は
もっぱ らタ イに渡来 す る西 洋の 使節 に 臼国 の歴 史を紹 介 して いた ことにな る。
先 の ラーマ 四世 の何 気 な い文 章の 中に、 王 は シャムの歴 史が アユ タヤの 王朝 か ら始 ま ると考
えて いた ことが わか るが 、 スコー タイ王朝 にっ いて は言及 がな い。バ ウ リングの文章 で も、 ス
コータ イは シ ャムの 北方 の国 と紹介 されて いた と推 測 され る。 王朝史 を著 すの は王家 の人 々や
宮廷学 者 であ ったが 、著 す契機 に こう した西洋 人の 渡来が あ り、 ヨー ロ ッパ勢 力の進 出 に直面
して 、 自分 の統 治す る国 家 と王 家の 歴史が 強 く意識 されて い た。
その後 、 ラーム カムヘ ー ン王 碑文 は西洋 人 に よる解読が 進み 、 ドイ ツ人 ア ドル フ ・バ ステ ィ
ア ン(AdolfBastian)がラー ムカ ムへ 一 ン王碑 文 を英訳 して1862年にJbμrπαZqμんeRoッαZ
As`α古ZcSbc`e亡:y(ゾBeη8αZに紹 介 して い る。 また、 フ ラ ンス人 ペ ー ル ・シ ュ ミッ ト(Pere
Schmitt)がフラ ンス語 に訳 して1884年に紹 介 す る と、 この フラ ンス語訳 はあ ち こちに転載 さ
れ て い った 。20世紀 に入 る と、 ブラ ッ ドレー(C.B.Bradley)が1909年に、 そ して フラ ンス
の 考古 学者 セデ ス(GorgeCoed色s)が1919年に サ イア ム ・ソサエ テ ィーの ジ ャー ナルで 全文
の解 読 を発表 して い る。
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3.ス コータ イは タイ伝統 文化 の淵源
不思議な ことに、タイ国内でラームカムヘー ン王碑文が紹介されるのは もっと遅かった。バ
ウ リングに紹介 されてか ら半世紀たったころであった。 ラーマ四世の孫にあたるワチラーウッ
ト皇太子(後 の ラーマ六世)が 、1907年1月よ りスコータイ、 カンペ ーンペ ッ ト、サ ワンカ
ローク、 ピサヌロークを2か 月かけて調査旅行 し、翌年に調査旅行記rプ ラル ワン紀行』を出
版 した。旅行記 は幾度か重版 されているが、初版の巻末にラームカムヘーン王碑文第一面が現
代文字に翻字 されて紹介 されたのが、タイ国内で紹介された最初であろ う。再版では全四面の
ラームカムヘーン王碑文が紹介された。っまり、碑文はヨーロッパ人が到来 した19世紀初めに、
将来国王 となる王子によって発見 され、 ヨー ロッパ人の間で紹介されてきた。そ して また、将
来国王 となる王子によ って、タイのナ ショナ リズムが唱道 され る直前に紹介されていたことに
なる。
rプラルワン紀行』の中で ワチラーウッ ト皇太子は、 「本書がもうひとっの効果をもた らす
ことを期待 して いる。それはタイ人が次のような認識を抱 くようになることである。すなわち、
我がタイ民族は 「新 しい民族」ではな く、 「野蛮人」英語でいうところの"ア ンシビライズ"
で もない。我が タイ民族は大いに進歩発達 していたのである。だから現代において、他国 と比
較 してどうであるとか言 うまえに、われわれ自身の祖先に対 して、とてもかなわないと内心恥
ずべ きである。スコータイ時代の腕前や技術、人の努力が現代人よりいかに優れていたことか、
本書を読めば少なからず感銘をうけ、想像 した りす ることがで きるであ ろう。(後 略)U)」
と序文のなかで述べている。 ここでいう 「新 しい民族」とは、19世紀後半から20世紀初めにか
けて、タイへの流入激 しい華僑を指 した表現であろう。大勢の華僑を迎えて、彼 らよりも古 く
』か らこの地 に住み
、歴史を もっ という、華僑への民族的反発、かっ西洋人には 「アンシビライ
ズ」とは呼ばれた くない自尊心、華僑や西洋人を意識 して、古い歴史と伝統ある文化をもつ民
族であることを主張 して、 ワチラーウッ ト皇太子 は国民 に自尊心 と誇 りを持っように訴えてい
た。 ワチラーウッ ト皇太子 は文中 「タイ人」 「タイ民族」とい う表現を用い、 「シャム」とい
う語は用いていない。
皇太子は1909年に再度スコータイ地方を訪問 し、スコータイの北60キロにあるスコータイと
双子都市の一方であったシーサ ッチャナーライで、巨大な仏像の顔 と手と足を発掘 し、その美
しさにうたれて修復を命 じ、修復 された仏像に 「プラルワン ・ローチャナ リッティ ・シーイ ン
タラーティッ ト・タンモーパー ト・マハーワチラーウット・ラーチ ャブーチャニヤボ ピッ ト」
と命名 している。スコータイ王朝誕生にかかわ ったとす る伝説の英雄プラルワンとスコータイ
?
初代の王 シーインタラーティッ ト、そ してワチラーウット皇太子自身を合体 させた意味の名称
である。皇太子がスコータイ王朝の英雄 と精神的に合体 したという意識である。皇太子 は1912
年にラーマ六世として即位 し、1920年に逝去すると、王の遺骨はナコー ンバ トムにあるこの仏
像の基壇に納め られたとい う夏2)。ラーマ六世 はスコータイ王朝の伝説をもとに三っの戯曲を
執筆 している。ひとつは 「地下の クメール人」、1917年には 「プラルワン」、そ してもうひと
っのオペラ調 「プラルワン」は1920年の死の直前に執筆 し、1924年に出版 されている。ラーマ
六世の、ラームカムヘー ン王碑文の内容 にっいて言及す る著作は見いだせないが、スコータイ
王朝誕生 にまっわる伝説のなかか ら、 クメール王朝の羅絆を断ちスコータイ王朝成立に導 く文
化英雄 「プラル ワン」を引き出して、古 い歴史と文化 もっ国家というイメージをっ くりだ した。
このラーマ六世の戯曲 「プラルワン」は、王の死後約30年た って、芸術局が国立劇場で週末の
金 ・土 ・日曜日に数週間続けて上演 し、その後は国立舞踊学校生徒が習 うスタンダー ド・ナ ン





4.「 シ ャム=逞=ス コー タイ」説 と 「タイ 」
王立 シャム学士院院長を務めていたチュラーロンコー ン王の王弟ダムロン親王は、カンボジ
アで クメール語碑文を解読 していたフラ ンス人考古学者セデスを招聴 して、 タイ国内で出土 し
た碑文の解読を依頼 した。セデスはラームカムヘー ン王碑文を完全解読 して、スコータイ時代
の碑文を集めたrシ ャム碑文集第一集 スコータイ碑文集』を1924年にバ ンコクで出版 した。
一方、ダムロン親王は同年6月28日より4回 にわた って、チュラーロンコーン大学で シャム歴
史の講義 を行なって いた。その講義録rシ ャム王朝史講義録』13)が大学の月報 に連載 され、
1947年に一巻本となって出版 されている。ダムロン親王 は、学者と しての立場から、従来の王
朝史 とは違 う、近年の研究成果を盛 り込んだシャムの歴史である、と述べている。その内容 は、
タイ族が支配す る以前の シャム、タイ族のシャム国支配、スコータイ王朝(発 展期 ・衰退期)、
アユ タヤ王朝(成 立期 ・発展期 ・戦争期)、 とい う構成になっている。従来の王朝史にはない
タイ族が この地を支配す る以前の歴史を説 いて、イン ドと中国の間にあ ったタイ民族 という歴
史認識を示 した。またスコータイ王朝をアユタヤに先立っ王朝 として位置づけ し、 シャムの歴
?
史に定立 させ たの が本書 の特 長 とな って いる。全 体の 四分 の三が アユ タヤ王 朝 に さかれ て い る
が、 ラ タナ コー シン王朝 はな い。 親王 が述べ て い る通 り、確 か に当時 の新 しい研 究成果 を盛 り
込 ん だ斬新 な内容 で あ り、 それ が当時 の読者 を ひ きつ け た。
ダム ロ ン親 王 は、 シャムの地 に クメー ル、 ラ ワ、 モ ンの先 住民 が住 み、 イ ン ド人が渡 来 して
宗 教 を伝 えて国家 を形成 して いた ころ、 タイ族 は まだ 中国南 部 に居住 して いた と説 く。 親王 が
愛 読 して いたr三 国志 演義 』 を引用 して、諸 葛孔 明が 南の 蛮族の 首領孟 獲 を討伐 した話 は、 タ
イ族へ の討 伐 に他 な らな い とす る。 それ故 に タイ族 は漢族 の支配 を嫌 って移 動 を始め、 残 った
タイ族 が南 詔王 国を建 設 した と解釈す る。 元朝 の フ ビライハ ンの遠征 で、残 ったタ イ族 も南 下
移住 を始 め、北部 タイに タ イ族 の勢 力が横溢 し、南 の クメール族 の支配 を排 除 して独立 したの
が、 ス コー タイ王朝 であ った 、つ ま り、北方 の 漢民族 の圧迫 を受 けて 、 タイ族 は南中 国か ら今
の イ ン ドシナ半 島へ移 動 を は じめ た とす る。 ス コータ イ王朝 の初 代王 シーイ ンタ ラーテ ィ ッ ト
が独 立 した ころ、 ク メー ル族 は現在 の ロ ッブ リー に 「ラヴ ォー」 と呼 ぶ国家 を形 成 して いて、
これが 中 国 の史書 に い う 「羅 斜」 国で あ り、 北部 の ス コー タイ を 「逞 」 国 と よん だ、 っ ま り
「シャム」の音 訳で あ る、 とい うペ リオ以 来 の説を採 る14)。
だ か ら、 「シャム 国」(PrathetSayam)とい う国 名 は この 時代 に生 まれ た の だが 、 これ
は異 邦人 が 呼ぶ 国 名 で あ り、 タイ人 自身 は 自分 の 国 を 「タ イ国 」(MuangThai)と か 「ス
コー タイ国」(KrungSukhothai)と呼ん で 、 「シャ ム国」 とは決 して呼 ば な か った と主 張
す る。 「シャム」 と はサ ンス ク リッ ト語 で赤銅 色 あ るいは黄金 の意味 を持 ち、赤 銅色 とす れ ば
民族 の肌 の色 を いい、 タ イ族 は肌 が先住 民 よ り も白いか ら、 む しろ 「シ ャム 」は 「黄 金 」を意
味 し、 ア シ ョー カ王 が布 教僧 を派遣 した スヴ ァル ナ ・ブー ミ 「黄金 の土地 」 とち ょうど意 味が
一 致す る15)、 と解釈 した。 っ ま り、 ダム ロ ン親 王 は、 「シ ャム」 は国名 で あ り、 「タイ」 は
民族 名 であ る、 と理 解 した。 そ して、 「シャム」 の音訳 が 「逞 」で あ り、 「羅 斜」 の北 にあ っ
た 「逞 」が 「スコー タイ」 であ り、 「羅 斜」 が 「逞 」 と合併 して 中国で ギ逞羅 」 と呼ば れ るよ
うに な ったの と、 「ス コー タイ」が 「アユ タヤ 」に併呑 され た歴史 事実 とま った く一 致 す る と
考 え た。 こ こに 「シャム 」が ス コー タイ王朝 を も含む 「王国 」 とい う史 観が 生 まれ た。 そ して
この史 観が い ま もタイの歴 史学 界を支配 して い る。一方 、 「タイ」 と呼 ぶ民 族名が 歴史 に登 場
す るの は、ラー ム カムヘ ー ン王 碑文 の第4面 の 支配地域 をあげ たなか の呼称 に おいてで あ るが、
ピリヤ はラー ムカム ヘー ン王碑 文の 「タイ」 とい う語 句 を偽 作説 の根拠 に して い る。す な わち
ス コ・一 タイ 時代 の ほか の 碑 文 で は 「ス コ ー タ イ国 」(MuangSukhothai)あるい は 「シー
サ ッチ ャナ ーラ イ ・ス コー タ イ国 」(MuangSisatchanarai-Sukhothai)とい う国名 で呼 ば
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れて、 「タイ」 は 「シャム」 を指 し、 この 時代 には ス コー タイを 含ん で いな か った16)、と主
張す る。 「シャム」 は ス コー タイを含 ま ない こ とにな り、 「逞」=「 ス コー タイ」説 を否定 す
ることに な る。
ダム ロ ン親 王 は また、 ス コータイ王朝 の発 展期 を ラー ムカムへ 一 ン王 碑文 の 内容 に沿 って 解
釈 して 、 周辺 タ イ族 を糾 合 した 「ラ ー ム カム ヘ ー ン王 は統 治 者 と して軍 人 と して 卓越 した
王17)」と して 高 く評価 して い る。 さ らに、 王 はナ コー ンシー タ ンマ ラー トか ら高僧 を招 いて、
マハ ーニ カー イ派 を誕 生 させた と、国王 と仏 教 との関係 も説 く。
5.ス コータ イ王 朝 の温情主 義 と同化 カ
ダムロン親王はその後1927年にrシ ャム国の伝統的統治形態』という題 目で講演 している。
講演録はその後に何回 も出版 されている。 「独立を好むタイ族 は中国の配下に置かれるのをい
さぎよ しとせず、故郷を捨てて新天地を求めて西方へ、南方を移住 した18)」とし、独立心 の
強 さを強調 しなが ら、 ここで も中国の圧力を起因 とする、タイ族の移住を説明 している。そ し
て本書で も、 「スコータイは1250年頃にタイ族の勢力下 に入 った、 シャムの最初の首都19)」
とし、スコータイ王朝がシャム王国の始 まりとしている。こうして、スコータイ、アユタヤ、
ラタナコーシン現王朝 と、地理的に北か ら南へ順に進出 し、北の古い王朝が倒れて南に新 しい





ダム ロン親王 はわ ざわざ英語で表現 して、LoveofNationalIndependence,Toleration,and
PowerofAssimilationをあげ、その理由を次のように説明す る20)。
1.独立心 中国の支配下にあるのを嫌 って民族移動。
2.寛容性 ラームカムヘー ン王碑文では、異民族であれ異教徒であれ、受 け容れて慈 し
んだ。
3.同化力 ラームカムヘー ン王が クメール文字か らタイ文字を発明。 タイ文字 とクメー
ル文字を両用 し古代 クメールの習慣 を受容。現代の華僑を同化。
過去において先住民族を同化吸収 したラームカムヘー ン王時代の寛容性 と同化力は、華僑を
同化吸収 している現代 にも生かされている伝統であると説 く。また、スコータイ朝 はPater一
?
nalGovernmentで成 り立 ち、 古代 ク メール のAutocraticGovernmentではな か った とす る。
そ の根拠 は、家 父を 「ボー ・クル ワ」Pho-Khrua、村 長 を 「ボー ・バ ー ン」Pho-Ban、小
国 の長 を 「ボー ・ム ア ン」Pho-Muangと 呼ぶ よ うに、 国王 を 「ボ ー ・ク ン」Pho-Khun
と呼 び、父親 を意 味す る 「ボ ー」Phoと い う語 が生 か されて、 「タ イの統 治 方 法 は父 親が 子
供 を保 護 す るが ごと くで あ る2D」 とい う家 父長 的温 情 主義 が 基 本 で あ った と、 ラ ー ム カム
ヘ ー ン王碑 文の表 現 か ら説 明す る。 ダム ロ ン親王 はまた、 しか しこの温 情主 義の統 治 は ラーム
カ ムヘ ー ン王の 治 世 まで で 、 ラー ムカ ムヘ ー ン王 以降 は古代 ク メール の神 聖 王 と ラー ム カム
へ一 ン王の倫 理王 の双方 の 良 い点 を取 り入 れた ものの 、 ス コー タイ王朝 は衰 退 して アユ タヤ王
朝 に吸 収 され、古 代 クメールの神 聖王 の影響 が大 き くな った と もい う。 現代 タ イの民族 精神 や
王 権思想 はラー ムカ ムヘ ー ン王碑 文 に発 し、 断続 的 に今 に伝 え られた伝 統で あ ると説 く。
国王 を慈 父 とす るよ うな王権思想 が 、 アユ タヤ王朝 と現王 朝初 め まで続 く国王 を神の 権化 と
す る神王 思想 の時代 を経 て 、ふ たた び現 代 に蘇 った とす れ ば、19世紀中期 に登 場す るラー ムカ
ムへ 一 ン王碑 の存在 が な ければ証 明で きなか った とい うことにな る。 いいか えれば 、か って の
PaternalGovernmentが現 代 に継承 で きるの は、 ラ ーム カムへ 一 ン王 碑の 刻文 が あれ ば こそ
可能 にな るとい う ことで あ る。近代 にな って 、碑文 のお か げでよ うや くラー ムカム ヘー ン王 の
治世 を理 想 とす る伝 統の政 治 思想が 甦 った ことを意 味す る。 も しラーム カムへ 一 ン王 碑偽 作説
にたてば 、国王 を慈 父 にみ たて る温情 主義 の政 治 は、歴 史的 な もの とは言 え な くな り、固有 で
も伝 統で もな か った か もしれ な い、 む しろ ラーマ四世 の創 作で あ り、創 られた伝 統 とい うこと
に な る。
この家 父長的温 情主 義 を現代 政治 に実践 しよ うと した のが、 クー デ ターに よ り1958年に政 権
を握 った サ リッ ト ・タナ ラ ッ ト将 軍 であ った。 サ リッ トは 自らが 実践す る 「ボー ・ク ン」 と し
て登 場 し、 さま ざ まな政 治 的パ フ ォー マ ンスを 国民 の前 で披 露 して いた22)。ラー ム カムヘ ー
ン王碑 文 に 「ボー ・クン」で語 られ た温情主 義 は、 いまや現 代 の政治 を動か す タイの イデ オ ロ
ギー のひ とっ にな って い る。
6.タ イ 族"5000年"の 民 族 史
ダ ム ロ ン親 王の 講演 か ら一 年後 の1928年、 クン ・ウィチ ッ トラマー トラー はrラ ック ・タイ
(LakThai)』(タイ族 の基 盤)と い う書23)を著 して、王立 学 士院 院長 ダ ム ロン親 王 か ら王
立 学士院 賞 を受 賞 した。 第一 部が タ イ族 の歴 史、 第二部 がバ ラモ ン教、仏 教 を含 む宗教 、第 三
部 が国王 とい う構成 にな って いる。 「民 族 ・宗教 ・国王 」の三 要素 を 「ラ ック ・タイ」 と呼 ば
?
れるようにな ったの は本書の題名による。執筆の意図を著者は1ま えが き」で、タイ人が民族
に誇 りを持 ち、ます ます宗教に帰依 し、国王に忠誠を尽 くす ことであるという。著者はダムロ
ン親王の説を受けて、さらにタイ民族を強調 し、民族移動のながい歴史を説 く。本書が説 くタ
イ族の歴史 は、 タイ族が ほかの黄色人種 と同様 にアルタイ山脈か ら発 して、漢民族より1000年
はやい約5000年前に黄河流域に達 して、その後揚子江流域に至る、とい う壮大 さである。その
間、中国にあった 「パー」や 「ル ン」などタイ族の都が、中国の神話 に登場す る王朝に滅ぼさ
れていったなどと延々と説 く。
中国の歴史はタイ語訳 されていたr列 国史演義』r西 漢演義』やr三 国志演義』などの中国
の歴史小説か ら引用 している24㌔例えば、後漢の ころ、雲南の大理 にあ った哀牢王国 はタイ
語音の 「アーイ ・ラーオ」と解釈 して、タイ族の国家であったとする。また、r三 国志演義』
に登場する、蜀の宰相諸葛孔明が滅ぼ した南の蛮王孟獲はタイ族の王であった、というダムロ
ン親王の説 を引用する。雲南省の大理を都 とす る南詔王国をタイ族の国家(A.D.618-757)
として時代設定 し、雲南の大理府 はタイ族の都 ノー ンセーであったといい、南詔王国の王、細
奴羅はクン ・ルワン王、皮羅閣はラーオ族の伝説上の始祖 クン ・ボーロム(ま たはクン ・ブー
ホム)に 同定 している。そ して クン ・ボーロムが到達 したテーン国は演国であったとい う。時
代 も地域 も超越 して、少 しでも似た音をさが して短絡する、語呂合わせのような論が展開され、
タイ族の もつ神話伝説を援用 して、中国史のなかか らタイ族 らしきものを歴史事実として読み
とっていこうとす る。 そ して、チエ ンセー ンを都 とす るヨーノック王国時代(757-1107)、
ラー ンナー王国時代(1107-1187)が続 き、 シャム王国のスコー タイ時代(1257-1350)と
なって、本書で もダムロン親王 と同 じくスコータイ王朝をシャム王国の一時代 とみな し、アユ
タヤ王朝、現在のラタナ コーシン王朝 と連続す る 「タイ族のシャム王国」という一系の国家 と
して時代区分す る。 こうした歴史認識は、 ラーンナー王国が20世紀初頭以降にラタナコーシン
王朝に併合 されてい ったのと同 じく、スコータイ王国もかつて14世紀中期にアユタヤ王国 と並
立 し、その後、15世紀中期にアユタヤ王朝に併呑吸収 された歴史事実 は無視 している。
この民族史では、現 ラタナ コーシン王朝につ いては、150ペー ジにわたる歴史記述の うちの
わずか4ペ ージしか割いていないのに比 し、歴史以前のタイ民族史には116ペー ジを割いて、タ
イ民族の古 さを強調 している。民族史のほとん どを 占める前史は、タイ語に翻訳紹介 された中
国の歴史小説か ら、っねにタイ民族が漢民族 よりも先行 し、先に黄河流域に達 し、先に揚子江
に達 していた先駆者 として位置づけ、漢民族 は後か ら到達 した後発組であるとする。漢族より
先 まわ りして民族移動するタイ族の存在、漢族に抵抗する南方の諸国や王を拾い出 し、タイ族
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の国家、タイ族の国王 として読み取ろうとする読み替えには、タイ民族の漢民族に劣 らぬ歴史
の悠久性を強調する意図があ り、中国の漢族 に対抗す る民族 としてのタイ族の偉大 さを想起 さ
せる内容になっている。漢民族の覇権膨張、圧倒的圧力に対する周辺民族の反発 と対抗意識を
感 じさせるが、中国が4000年の歴史を誇 るな らタイ族の歴史 としてはシャム王国を含む5000年
の王朝史を記述 して、連綿たる悠久の歴史を描いたのが、受賞 した理由のひとっであったであ
ろうし、今まで版を重ねて きた理由であろう。また、本書をrラ ック ・シャム』でな くrラ ッ
ク ・タイ』 と称 したのは、民族史を描いたか らであったのだろう。結局、本書の説 く内容が誇
張 した民族史であって も、現代史の中に当てはめれば、華僑は新参者で、 タイにおいてはタイ
人が優位に立っべ きであ るとい う主張であり25)、華僑に対抗するタイの国家 イデオ ロギーを
構築す るための著作であった。
本書の歴史の章を しめ くくる終 りの4ペ ージで略述されているラタナコーシン王朝 は、ベ ト
ナムの王朝を支援 し、 ビルマを破 り、西洋列強 と条約を結んで、第一次世界大戦 に参戦 したと
いう対外関係が語 られている。今や西洋列強の植民地となったビルマ、ベ トナムに対 して、隣
国より優れた立場、西洋列強 と共に並ぶ対等意識、大国に成長 したタイ族の国家 という、他国
と比較す る視座、歴史認識が読みとれる。
タイ族の歴史の古 さを誇 り、この地での優位性を主張す る自意識と威信の言説は、 ピブーン
ソンクラーム(以 下 ピプー ンと略称)政 権が1939年6月24日に発布 した 「ラッタニヨム」(国
家信条)の 第一号において、はじめて 「シャム」という国名を 「タイ」に変更させ26)、華僑
のタイ国内での政治活動を取 り締 まり、華僑学校を全部廃校に追いや った華僑弾圧政策に27)、
大きな支えにな ったであろ うし、 ピブーンが唱えたナショナ リズム 「大 タイ主義」という自尊
心にも影響を与えずにはおかなかったであろう。 ピブー ンが 「ラッタニ ヨム」第三号で発布 し
たところの 「タイ」の定義 は、 ラーオ族であろうとムス リムであろうとタイ国内に住んでいる
者は 「タイ人」 と呼ぶ こととした。国民国家 と して 「国ゴ と 「民」を合一 させ る国名に 「タ
イ」を選び、 「国民」として、民族の出自、宗教を問わない 「タイ人」という呼称 に統一させ
たと解釈される。タイに住む華僑 に対 しては、国籍を取得 し易 くして、タイ国籍に変え ること
を奨励 した とい う28)。ピブー ンの華僑弾圧政策 は華僑排斥で はな く、同化政 策で ある。 ピ
ブーンは同化 した華僑を 「新タイ人」と呼び、 「旧タイ人」と一緒になって国家建設に励むよ





タイ族の原郷を中国の広東 ・広西の両省 とす る説を取 り上げている29)。タイ族はだいたい河
川の近 くの水の豊富な農耕に適 した平地 を好み、砂漠や山岳地帯に住むはずはないのだ と解釈
す る。また南詔王国 もパイ族やイ族の国家 という最近の学説を支持 し、 タイ族の国家という説
を退けている。 さらにrラ ック ・タイ』で示されたタイ族の大陸移動説を否定 しうえで、それ
に変わ るタイ民族の起源論 として、タイの北部、 ビルマのシャン州、メコン川のルア ンプラ
バー ン、ベ トナムの トンキ ン地方を支配 した とい うシンハナワ ッ ト王子(NakhaphanSing-
hanawatNakhon)の伝説を登場 させている。王子の末商であるプロム王(PhrachaoPhrom)
が6世 紀 ころクローム族(Kromまた はKhom、モ ン ・クメール族 の祖先)を 撃退 して北タ
イ地方を支配 した、 といい、それか らチャオプラヤー川の流域に進 出 して行 った、 と説明す
る30)。そ して12世紀 にタイ族 はい くっ もの部派 に分かれて勢力を拡大 してい った として歴史
にっな ぐ。連綿と王統が続 くシンハ ナワッ ト王子の伝説が世に紹介 されたのは、チエ ンマイの
郷土史家 によってであり、バ ンコクで知 られるようになったのは最近である。っま り、この伝
説は北タイのユワン族の伝承であって、チャオプラヤー川流域に住むタイ族の ものではない。
ユ ワン族 は北 タイの住民を指 し、タイ中央部のタイ族 と同じタイ族であるという広い見地か ら
いえば、タイ族の起源説話 として も不合理ではない。歴史をより古 くさかのぼ り、民族の起源
を説 くためには、タイ国内のタイ系民族の伝説を援用 して、スクラップアン ドビル ドの歴史構
築が続け られている。
7.革 命 政 府 と ラ ー ム カ ム ヘ ー ン王 碑 文
1932年6月24日に ル ワ ン ・ピブー ンソン クラーム やル ワ ン ・プ ラデ ィ ッ トマ ヌー タム らによ
る立 憲 君主 革 命 が成 功 し、1933年6月20日に は革 命 の元 勲 プラ ヤー ・パ ホ ンポ ンパユ ハ セ ー
ナ ーが政 権 を掌 握 した。 革命政 府 の ブ レー ンと して芸術 局長 を務 めて いた ル ワ ン ・ウ ィチ ッ ト
ワー タカ ー ンは、1934年に碑 文 を解説 したrラ ー ム カムヘ ー ン王碑 文 』3Dと い う小 冊 子 を著
して いる。 当時の首 相 プ ラヤー ・パ ホ ンポ ンパ ユハ セーナ ーが 「まえ が き」を書 き、 「タイ族
が外 国人 勢 力の羅絆 を断 ち、民族 の きず な を固 く した時代。 ラーム カムヘ ー ン王が成 し遂 げ ら
れ た よ うに 、わが タイの国 家の安 定 と名 誉 を一致 協 力 して保 持 しよ う」 と述 べ て いる。 またル
ワ ン ・ウィチ ッ トワー タカー ンも、 ラー ムカ ムヘ ー ン王を タイ民 族最 初の 「大 王」 と讃え 、強
固な シ ャム国を建 設 したが 、王 の治世 が去 ると誰 ひ とりと して タ イの固有 性 を維持 しよ うとせ
ず 、古 代 ク メール式 に もど った 、 とダム ロ ン親 王の 説を敷 術す る。 ラ ーム カムヘ ー ン王 を民族
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英雄と して讃え、独立 と民族統一を果た したという局面が強調 されているのは、反革命の動 き
を封 じた後に発足 した革命政府にとって、国家統合が最重要課題であ り、国家統合の英雄と し
ての側面からラームカムへ一 ン王が起用されていたのであろう。ラームカムヘーン王の治世を
理想 とする時代を現代に蘇え らせて、安定政権を築 こうとする努力が こうした著述 にもあ らわ
れている。ルワン ・ウィチ ットワータカーンは後 にサ リット政権のプレ』 ンとなり、サ リッ ト
に 「ポークン」の思想を伝授 している。
1938年12月か ら1944年8月まで政権を掌握 し、戦後は1948年4月に再 び政権の座にっいてい
た ピブー ンは、1955年7月14日の 自分の誕生 日に総理府か らrス コータイ史第一巻』32)を出
版させ配布 している。300ペー ジ近 い大判に良質紙を用 い、1ペ ー ジ大の写真40枚を挿入 した、
当時 としては立派な装丁のrス コータイ史第一巻』は、ラーマ六世やダム ロン親王 らのス コー
タイに関す る著作の中か ら、スコータイ史にかかわる部分を抜粋 して編集 され、 とくに新 しい
内容を もっ ものではなか ったが、 ピブーンの政治的意図を十分にうかがわせ るものであった。
ピブー ンは 「まえが き」で、 「スコータイの時代はタイ民族が定住地を見いだ した時代。物質
的 ・精神的に発展 した証拠 として、碑文をはじ'めて持った時代」と規定 し、 「国家の栄枯盛衰
に責任感を高揚 させ るため、我がタイ国がかつて光輝ある歴史を有 したことを学んで、国民の
間で理解を深める時期にきたという気がす る33)。」と述べ、そのために、スコータイ時代歴史
編纂小委員会を発足 させている。そ して本書の出版は価値ある記念碑のような ものだという。
スコータイ王朝 はタイ史のなかの理想的な王朝であり、国家開発を推進す るシンボルとして、
国民に広 く周知 させることを意図 していた。 この時期、1954年に東南アジア条約機構(SEATO)
が発足 し、1955年には戦時中に日本がタイで用いた特別 円の問題が解決 して協定が結ばれてい
る。 タイが開発独裁へ向か う幕開けの時に、スコータイ王朝は、タイの精神的支柱と して登場
していた。1957年に ピブーン政権 はサ リット・タナラッ ト将軍によって打倒 されるが、サ リッ
トはスコータイ王朝のラームカムヘー ン王の温情主義の局面を学びとったことは、すでにみた
ところである。
8.政 治 的伝統 を創 りだす ラー ムカム ヘー ン王碑
タイを代表す る国際的に も有名な政治家であり外交官であ って、かつ学者として著作活動を
続けていた二人の人物が、1965年にあいっいでラームカムヘー ン王碑文を紹介 している。なが
らくピブー ン政権の外交顧 問を務め、国連総会の議長を務めたことがあるワンワイタヤコー ン
親王は、セデスによるラームカムヘーン王碑文のフランス語訳 と並べて英訳 して紹介 してい
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る34)。一方、かって戦時中のアメリカ駐在公使の身分から抗 日組織 自由タイを率いた ことが
あ り、戦後は二度 も首相 に選出されたセーニー ・プラーモー トは、1965年に私立学校協会 にて
ラームカムヘー ン王碑文にっいて講演 し、その講演録が後に出版されている35)。セーニー ・
プラーモー トによれば、講演する契機になったのは、同年 に国王がラームカムヘーン王碑の レ
プリカをジュネーブにある国際法学者団体に寄贈されることになり、まずタイの法律家協会に
下賜 されたことには じまるという。それに因んでセーニー ・プラーモー トはテ レビ出演 したが、
自分の話す時間が少 な くなって しまい、あ らためて講演.の機会を もった とい う36)。また、
ラームカムヘーン王碑の レプリカは、それ以前にアメリカでの法律家の国際会議にタイの法律
家協会の代表が持っていって展示 し、関心を呼んだともいう。す るとワンワイタヤコー ン親王
によるラームカムヘー ン王碑文の英語訳は、 この レプ リカにつけられたのであろうか。この時
期のレプ リカ製作は、海外向けにタイ歴史文化の高 さを誇示するためであり、国内においては
教育の場における歴史知識の普及に役立て るものであった。
イギ リスで法学 を学んだ法律家セーニーは、ラームカムヘーン王の碑文の内容か ら、その政
治的メッセ「 ジを分析 して、タイで最初の憲法 と呼ぶべき内容の ものであり、同時代の13世紀
のイギ リスのマグナ ・カルタに匹敵する内容を もつ と高 く評価する3η。ただ し、マグナ ・カ
ルタはジョン王が貴族たちに強制されて承認 した勅許状であるのに対 し、碑文では国王が国民
を愛 し慈 しんで、自ら進んで自由を与えている38)、と解釈 して、このよ うな内容の政治的文
書 は世界のどこをさが しても、いまだかって出会 ったことがないと、専門の立場か らその特異
性をあげている。セーニーはさらに、イ ン ドシナ半島に残る碑文 はたいてい寺院の建立とか寄
進を顕彰す る碑で、それ も、王様が食べていた魚を捨てると泳ぎ出 したとい うような、とか く
奇跡を起 こす話を刻文 にしているが、ラームカムへ一ン王碑文は王家の系譜を語 り、国家を讃
え、国民を褒めた、政治 と制度を語 る稀な碑文である39)、と碑文と してかな り特異な内容 に
疑念を呈す る。また、セーニーはラームカムへ一 ン王碑文の内容に、 自由 ・平等 ・博愛 という、
極めて近代的な精神がみなぎっているのに感動を覚えなが ら、 しか し、13世紀にこのような碑
文がありえるのだろうか と、実証を重ん じ法理を探究する法学者 としての立場から、判断に苦
しんでいる。また、ラームカムへ一ン王が王宮の門に鈴をつけて、苦情や訴えに訪れる国民の
声 を聞いたという話に、 自宅でベルを押 して使用人を呼んで用事を言いっけている自分の立場
で考えて も、 これで は国王でな くてベル ・ボー イで はないか40)、とセーニーは首をか しげる。
1980年代末に偽作説の論争が起 こる四半世紀 も前に、碑文の伝える政治的手法に、不自然 さを
読み取 っていたタイの政治エ リー トがすでにいた。
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ところで、ラーマ四世モ ンクッ ト王は正9世紀中葉の絶対王政の もとで、王宮の門に 「審判太
鼓」なるものをぶ ら下 げ、国民の呼び出 しにこたえて、王 自らが訴訟事件の審判を下す直訴
「ディーカー」(Dika)の実施を布告 していた。
この 「ディーカー」の制度がラームカムへ一 ン王以来途絶えて、 ラーマ四世が復活させてい
たとすれば、ラーマ四世はラームカムヘー ン王碑文を確実に解読 していたといえる。 ラーマ四
世はラームカムヘーン王碑を発見 したそのひとである。王はまた、 ピリヤによればラームカム
ヘーン王碑を創作 したひととされて いる国王である。王が27年間の僧籍にいる間に、西洋人か
ら西洋思想を学んでいたとい う推測 も可能である。いずれにせよ、ラーマ四世 は約600年前の
伝統を復活させたか、あ るいは新 しい伝統を生み出そ うとしていたのである。ラーマ四世 は治
世中(1851-1868)に「デ ィーカー」に関す る布告を5回 も発布 してい る4D。順に要約する
と次のようになる。
1.「ディーカーに関する布告」(1853/4)
スッタイサワン宮殿(現 プッタイサワン宮殿)に おいて月4回 実施する。
難儀、困苦、争い事を訴えでることがで きる。冤罪は無罪放免 とす るし、処罰の要
する者は禁固刑に処す。
2.「 ディーカーに関す る布告」(1855/6)
月4回 の実施が困難 となり、待たせ ることが多いので、兄弟親戚 ・友人知己が役人






に代筆を依頼 して もよい。知 り合いの王宮役人に依頼 して直訴 して もよい。そうし
た知己がない場合、毎月陰暦の7日 、14日に国王がス ッタイサ ワン宮殿にお出ま し
にな るか ら、太鼓が鳴った時に参上せよ。王がお出ま し不可能な場合、マヘースワ
ンシワウィラー ト王子が同宮殿で国民の直訴を受ける。
4.「デ ィーカーに関す る布告」(1858年4月6日)
プラチ ョーム王[ラ ーマ四世]が 常にすべての国民を慈 しんでお られるのは、バ ン
コク内外の役人 も国民 も知るところであ る。争い事を訴えたい者 は一枚一枚紙に簡
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潔に事実を述べ、いつでもどこで も王宮の役人に渡せ。それがで きない者は、月4'
回の 「仏の 日」に待機せよ。王のお出ま しがない時 はマヘースワンウィラー ト王子
が代わ って受 けつける。不当な手数料を要求する王宮役人は処罰 される。王に直訴





尋ねよ。国王は事実を明らかに し、疑念を晴 らして くれ るであろう。とくに重要な
事が らは布告 によって周知させる。そうした話 をもた らした者 には褒美を贈る。上
奏する書式を次のように定める。
最初の布告の 「難儀、困苦、争い事を訴えでることができる」とい う表現は、語彙は同 じで
はない ものの、ラームカムヘー ン王碑文の表現 に酷似 している。最初は簡便に何の規制 もせず
始めたが、まもな く国王ひ とりでは対応できな くなり、役人たちが取 り次 ぐようになり、書面
で受けつ け、代理に王子が訴えを聞 くようになる。そ して地方で も受けつけるが、次第に裁判
制度の体裁になってい く。 しか し、乱用悪用が激 しくなり、書式を定めて受けっけるようにな
る。月4回 の 「仏の日」は、 ラームカムヘーン王碑文ではラームカムヘー ン王が国民の前で政
り事を執 り行 う期 日になっていた。
こうした繁雑ないきさっを知 ってか、あるいは王権を強化 し国王の威厳を回復 して、絶対王
政を高揚するためか、ラーマ五世チュラーロンコーン王はこの 「デ ィーカー」の制度を継承 し
ていない。20世紀に入 って初等裁判所と高等裁判所が設立 され、その判決 に不服である場合は、
国王の代理をっとめる 「ディーカー」委員に控訴できる制度 になっていた42)。現代 は初等、
高等、最高の3階 級の裁判所があるが、国王に直訴する 「ディーカー」は、時 としてよみがえ
り、可能 となる。ベルや太鼓 こそっる して はいないが、4000～5000バーツほど上納すれば、王
宮において親 しく国王 に拝謁できたとい う43)。また、1973年10月の憲法要求運動 において、
学生や知識人 と軍部が衝突 したいわゆる 「学生:革命」は、学生たちの代表が王宮にお もむいて
直接国王に訴えたのに応 じて、国王が内閣総辞職を求めたので成功 したといわれている44)。
ラームカムヘー ン王碑文に語 られた国王に直訴する制度は、タイの近代化のなかに再現され、
伝統 として現代 に生 きている。
ラームカムヘーン王碑 レプ リカによる普及の前、タンマサー ト大学が教養学部を1962年に新
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設す ると、学部校舎の二階か ら七階までの広 い壁面を利用 して、ラームカムヘーン王碑文が大
きな文字で模写 された。また高校卒業生なら誰でも入学で きるオープン ・ユニバーシティーと
して1971年に新設 された国立大学は、ラームカムヘー ン大学 と命名 され、キ ョンパスの中央に
はラームカムへ一 ン王の像が安置されている。 タイ文字を発明 した王はタイの学問の始祖、碑
文はタイの文化文明の起源とされるようになった。 さらに1980年に創設 された放送大学 は、ス
コータイ ・タンマティラー ト大学 と命名 された。 「タンマティラー ト」とは 「仏法を政治に体
現する国王」をいう。スコータイの王は仏法の倫理を実践 して きた王であり、善悪理非 に判断
を くだす王者である。そ して、1283年にタイ文字が誕生 したとして、700周年 にあたる1983年
に、チュラーロンコーン大学 はラームカムへ一 ン王碑の レプリカを大量に製作 し、世界のタイ
語を教授 している大学、タイを研究 している研究所 に寄贈 した。チュラーロンコー ン大学 はタ
イの伝統的学問文化を継承 し研究す る機関を自負 して いる。タイ文部省芸術局 も同 じ時期 に
ラームカムヘー ン王 とスコータイに関する多 くの出版物を発行 し、 ラームカムヘー ン王の功績
を讃え、 この時代をタイの理想郷 と描 き出している。そ して中学校の歴史教科書は、ラームカ
ムヘー ン王を国家英雄 と讃え、スコータイ王朝を異民族か らの自立、国家建設 と発展 に尽 くし
た祖先への誇 りを もたせるべ く教え られている。
9.結 び
ラームカムヘー ン王碑が世に紹介 されたのは、19世紀中期 ヨーロッパ諸国との通商航海条約
を結ぶ、.ヨー ロッパか らの衝撃を うけて、タイが新 しい事態に対処 しなければな らないときで
あった。ラームカムヘーン王碑の刻文が国王と国民の慈愛に満ちた家父長的温情主義、 自由な
交易 と平等な社会を語 り、異民族の同化と異民族か らの独立不羅の民族性を示 して、過去のタ
イに、 ヨーロッパの文明国家に勝るとも決 して劣 らない、文化の高い品位ある国家社会の存在
を誇示す るには、まことに時宜を得た登場であった。その半世紀後 に迎えた大量の華僑流入に
際 して も、 この地に古い歴史を持っ民族、高い文化 と伝統を持ち、かっ包容力を持 ち同化を促
す、タイの誇 りと威信を示す民族主義の根拠を示すのにも、ラームカムヘーン王碑文は十分に
応える内容をもって いた。そ して、立憲君主革命においても国家統合の範たりえた し、開発独
裁の時代 には発展のモデル とな り、温情主義が強引な独裁政治を影で ささえていた。国王に直
訴するディーカーは、ときの政治の動きを転換する絶大な力を発揮す るのを、われわれは見て
きた。近現代のタイにおいて、ラームカムヘーン王碑文が語 る内容は、時代の異なる要請 に応 じ
て、それぞれ異な る局面を伝えて貢献 して きた。そ してそれ らは王国のかけがえのない思想 と
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なり、国家 と国民をつな ぐイデオロギーの一部 とな って、タイの国家精神の拠 り所になってい
る。
ラームカムヘー ン王碑文で語 られるスコータイ王朝が、 シャム王国の最初の王朝と位置づけ
られ、逞羅の 「邊」がスコータイではな く、アユ タヤを指 し45)、あ るいはスパ ンブ リーを指
そ うが46)、スコータイが 「シャム」を指 し 「逞」とす る、 という主張が、タイではいまだに
通説 とな っているの も、 ラームカムヘー ン王碑の存在によるところ大なるものがある。 ラーム
カムヘー ン王碑がスコータイ王朝の始 まりを語 り、スコータイ王朝が現代の王朝 にっなが る
シャムの初代の王朝 とするならば、 「邊羅」の 「逞」は シャムの理想的な王朝 スコータイで
あ って ほしいのである。 タイの保守主義者や ロイヤ リス トの間で 「タイ」とい う国名よりも
「シャム」の方を好むの も、ラームカムヘー ン王碑の刻文が現代タイの政治活動や文化活動、
精神活動 にいたる諸 々の タイの伝統の起源 となっているとす るからであ り、 ラームカムヘーン
王の碑文で始まる輝 けるシャムの王朝の存在と無関係ではあるまい47)。一方、 「タイ」とい
うことばは、 「シャム」を含み 「シャム」よりも歴史をはるかにさかのぼ り、かつイン ドシナ
半島か ら中国南部に分布 して居住す る民族が一致 して用いる名称であり、民族の伝統を継承 し
た盟主 としての国家 「タイ王国」がある。また、同化 した民族を含む 「国民国家」の国民と し
ての 「タイ人」がいる。 そして 「タイ」 という呼称 もまた、ラームカムヘー ン王碑文のなかに
用意されている。
だが、ラームカムヘー ン王碑文が世に広 く知 られ、研究が深まれば深まるほど、碑文の言語
や文字に特異性を見いだ し、歴史的事実や現場との矛盾が指摘 され、果た して13世紀のタイに
このような比類なき理想的な国家が存在 し得たであろうかと、実証を重ん じる学者は疑問を投
げかける。 しか し、それにもまして、ラームカヘー ン王碑の語 る内容が タイの古代史を形成 し、
ひるがえってタイの近現代史を補強 し、タイの王権 と政治を強化す るという二重三重の役割を




(1) Michael Vickery, 
  east Asian History 
(2) Phiriya Krairuk,
" The Ramkhamhaeng Inscription : a Piltdown Skull of South -
?" The Australian National University, Canberra, 3-6 July 1987. 
Kansuhsa choeng Prawattisat Sinlapa : Charuk Pho-hhun Ram-
18
  hhamhaeng, Khana Sinlapasat, Mahawitthayalai Thammasat. 
(3) Phiriya Krairuk, Charuk Pho-khun Ramkhamhang : Kanwikhro choeng Prawat-
  tisat Sinlapa, Amarin Printing Group, Bangkok. B. E. 2532 (1989) . 
(4) Phiriya Krairuk, " Silacharuk Pho-khun Ramkhamhaeng" , Phasa lae Phasasat, 
  8-1, 1989, Khana Sinlapasat, Mahawittayalai Thammasat. 
(5) ibid., p. 11. 
(6) Sayam Samakhom nai Phraboromrachupatham, Kham Aphiprai Ruang Silacha-
  ruk Sukhothai lak thi 1, Amarin Printing Group, B. E. 2533 (1990) , p. 3.
(7)この時期、偽作説を主張する学者に人的危害が加え られるという恐れ、偽作説が政治的
　 に利用 されれば王制にも影響が及ぶ恐れ、などが考え られ、カンラヤーニー内親王の発言
　 はそ うした社会的 ・政治的な影響を考慮 した発言 ともうけとめ られる。実際にピリヤの著
　 作や論文が例え学術上優れていて も、ラームカムヘー ン王碑が偽作で、こともあろ うに、
　 その偽作者が ラーマ四世であったとする説は、 ピリヤがいかにラーマ四世が天才的な能力
　 をもつタイ史上最 も誉れ高い国王 という賛辞を送ろうとも、あ るシンポジウムの席では厳
　 しい非難の声が続出 した。 ピリヤはタイで も著名な貴族の出身で、11歳の時か らイギ リス
　 で教育を受け、アメリカのハーバー ド大学で博士号を取得 したタイが誇 りとする美術史学
　 者であり、タイ王室が支援す る学術団体サイアム ・ソサエティーの会長を務めている。 ピ
　 リヤを良 く知 る筆者の友人の話では、普通のタイ人学者があのような内容を発表すれば、
　 タイではとて も生 きてはおれないだろうということである。なお、 ピリヤは当時、タンマ
　 サー ト大学教養学部の準教授であり、カンラヤーニーワッタナー内親王はおな じくタンマ
　 サー ト大学教養学部の フランス語の客員教授の立場にお られる。
　　 タイでの真偽論争 にっいては、三上直光の研究ノー ト 「ラームカムヘーン王碑文の文字
　 表記 一一一偽作の可能性 をめ ぐって 一一」　 r慶鷹義塾大学言語文化研究所紀要』第22号,
　 1990,pp.199-23に詳 しい。三上は碑文文字 と音韻の関係か ら、偽作説を退 ける立場に立
　 つ。だが、スコータイ碑文第二基(ワ ット・シーチュム碑)に 関する1980年のセ ミナーで
　 は、スコータイの碑文は通常母音符号 三を子音文字の上に、母音符号uを 子音文字の下 に
　 つけるのに、母音符号を子音文字と同列に並べ るラームカムヘーン王碑文の特異性 を率直
　 に認めている。
　　 他 に、スコータイ王朝の系譜 に、 ラームカムヘーン王碑文の記述を加えることにより、
　 同じ時期に二っの王家を描かなければな らな くなるという問題が生 じる。他のスコータイ
19
碑 文 に登 場 す るPhrayaKhamhaengPhraram、Ramratとい う人 物 と、Pho-khun
Ramkhamhaengとの 関係 は どうなるのか、また 、たいて いの学者が 初代王Si-lntharathit
とス コー タイ碑文 第 二基 のSi-lntharabodintharathitと同一 人物 して い るが、 それ な
ら何故呼称が違 って い るのかの説 明はない。あ いまいな まま にな って いる。KongHosamut
haengChat,SZZαcんαr嘘S読 んo仇α`Lαん`配2r舘 αcんαr嘘 慨α亡続c勧m九KromSinla-
pakon,B.E.2527(1984).ラーム カムヘ ー ン王碑 文が な ぜ こ う した特 異性 を もっ のか 、
ま たラ ーム カムヘ ー ン王碑 文の表 記法 の合理 性が なぜ ラー ムカム へ一 ン王碑文 だ けに終 っ
て しまい、そ の後 に継承 され なか ったのか 、疑 問 は解消 されない。
(8) Phraratchahatthalekha Phrabat somdet Phrachom klaochaoyuhua nai ngan cha-
  long khrop 84 pi, Mahamakutratchawitthayalai nai Phraboromrachupatham, B. E. 
  2521(1978), p. 307. 
(9) Bowring, Sir John, The Kingdom and People of Siam, Vol. 1, Oxford University 
  Press, Reprinted. 1973, p. 279.
(10)王が 出家時の側近であ った高僧が発見のいきさっを書 き残 しているだけである。
　 表現があいまいであるたあに、 ピリヤは偽作の根拠のひとつにしている。
それ も
(11) Phra-Mongkut klaochaoyuhua, Phrabat-somdet, Ruang Thiao muang Phra-
  Ruang, Krom Sinlapakon, B. E. 2500 (1957) , p. (9) . 
(12) Montri Umavijani, King Vajiravudh and Phra Ruang, Siriporn Press, 1981. pp. 4 
   -6 . 
(13) Damrongrachanuphap, Somdet phrachaoboromwongthoe krom phraya, Sadaeng 
  banyai Phongsawadan Sayam, Khurusapha, B. E. 2492 (1949) . 
(14) ibid., p. 16. 
(15) ibid., p. 17. 
(16) Phiriya Krairuk, " Silacaruk Pho - khun Ramkhamhang" Phasa lae Phasasat, 
  8 - 1, 1989, p. 4. 
(17) op. cit., 16-17. 
(18) Damrongrachanuphap, Somdet phracaoboromwongthoe krom phraya, Lahsana 
  han pokhhrong Prathet Sayam tae boran, Krom Sinlapakon, B. E. 2502 (1959) , p. 3.
本書は葬式の際に印刷 して参列者に配 るいわゆる 「葬式本」






(22)タック ・チ ャル ーム テ ィア ロ ン著 、玉 田芳史 訳rタ イ ー独裁 的温 情主義 の政 治 一』井
村文 化事 業社 、1989,p.230,
(23)Wichittramattra,K:hun,Lαん71んα`,Odian-sato,B.E.2506(1963)。本 書 は第4版
で あ る。1版 で どれ ほどの部数 が 印刷 されて いたか は不 明であ るが、4版 も版 を重 ねて い
るの は、 本書が 普及 して い る ことを示す。
(24)中 国の史書 で はな く歴史小 説で あ ると い うの は、中 国史の時代 区分 に 「封神 」 の時代、
「列 国 」の時代 とか 「階 唐」 」の時 代 とか、 タ イ語 に翻訳 紹介 され た訳 書 の呼称 を用 い、
地 名、 人名 もそ のな か か ら用 いて いるか らであ る。 中国 の歴史 小説 は18世紀 末 か ら100年
をか けて、r天 地開 關 』か らr明 末 清初 』 まで 翻訳 され て、かつ 出版 され てい る。 中国語
が読 めな くな った在 タイ華僑 の愛読 書で あ った。
(25)タ イ族 と漢 族 はかっ て同 じ系統 の言語 か ら分か れた言 語を用 いて い る とい う、 タイ ・
漢 同 祖論 を プラ ヤー ・ア ヌマ ー ンラー チ ャ トンが71Lα`一C配π,B.E.2479(1936)に著 し
て い る。 ただ し、 これ は著者が 知 って いる タイ語 と中国語 の単語 を並べ 、音 や意味 の類 似
を挙 げた語源俗 解 に類す る内容 で あ る。
(26)立 憲革 命 の も うひ と りの推 進者 プ リーデ ィー ・パ ノム ヨンは、国名 変更 に反対 で あ っ
た とい う。その 理 由 は 「シャム」 とい う国名が 「三 印法典 」な どに古来 用 い られ て きた国
名 で あ る こと、 タ イ国 外 のタ イ族 を統 合 しよ う とす る膨 張主義 を感 じる点、 英 語 の名 称
Thailandが不 自然 で 不細 工 で あ る とい う。 また、第 二 次世 界大 戦後 に一 時、 「シ ャム」
に国名 を もど して い るが、1949年に 「タイ」を 復活 させ 、1968年、1974年の憲 法改 正の 度
に 「タイ」か 「シャム 」かの論 争が あ ったが、 その後 は 「タイ」 に落 ち着 いた よ うで あ る。
詳 し くは、SuphotDantrakun,Tんα`rα&妙αm,Santitham,B.E.2528(1985)を参照。
(27)村嶋英治 「タ イ華 僑の 政治活 動 一5・30運 動 か ら日中戦 争 まで 一」原不二 夫編r東 南
ア ジア華 僑 と中国 』 ア ジア経 済研 究所、1993,p.346.この論 文にお いて 、20世紀の 初 め、
ラーマ6世 とタイ華僑 の 言論陣 との激 しい論 争 があ った こ とがわ か る。 また、同氏 によ る
論文 「タイ国 にお け る中 国人の タイ人 化 」岡部達 味編rASEANに おけ る国民統 合 と地
域統 合』 日本国 際問題 研 究所、1989は、 プ ラヤー ・パ ホ ンポ ンパ ユ ハセ ーナ ー政権 の華 僑
政策 、 ピブー ンソ ンクラーム政権 の タイ化政 策が 詳 し く実証 されて いる。
21
(28) Nakharin Mektrairat, Khwam-khit Khwam-ru lae Amnat Kan-muang nai 
  kan-patiwat Sayam 2475, Sathaban Sayam Suksa, Samakhom Sangkhommasat 
  haeng Prathet Thai, 2533 (1990) , pp. 226 - 227. 
(29) Krom Wichakan, Krasuang Suksathikan, Nangsu Rian Sangkhomsuksa,So.102 , 
  Prathet khong Rao, Chan Matthayom Suksa Pi Thi 1, Chabap Prapprung Pho. So. 
  2533, Khurusapha, B. E. 2535 (1992) , p. 16. 
(30) ibid., p. 17. 
(31) Wichitwatthakan, Luang, Silacharuk Phokhun Ramkhamhaeng. 
(32) Thamniap Ratthaban, Prawattisat Sukhothai (Phak 1 ), B. E. 2498 (1955) . 
(33) ibid., a-b. 
(34) L'INSCRIPTIONDUROI RAMA GAMHEIV DE SUKODAYA (1292 A.D.), 
  Editee traduite par George Coedes, STONE INSCRIPTIONS OF SUKHOTHAI, 
  Translated by H. R. H. Prince Wan- Waithayakon, Siam Society, 1965.
(35) Pramot, M. R. W. Seni, Phohhun Ramkhamhaeng, B. E. 2515 (1972) . 本書には
セーニーによるラームカムヘーン王碑文の英語訳が付 されている。また、廉価版としては
Pramot, M. R. W. Seni. , Pathakatha Ruang Kan plae kham praphan Thai lae Silach-












(41)こ の 布 告 に っ い て は 、Krom　 Sinlapakon,　Prαc勧 配Pr畝 α`Rα`cんαんαπ 銑`4Pんo.8b.
　 2394-2404,B.　E.2511(1968)　Krom　Sinlapakon,　Prahum　Prahat　Ratchahan　Thi　4
　 Pんo.Sb.2405-2411,B.　E.2511(1968),から 該 当 す る 布 告 を 引 用 要 約 し た 。
(42)　op.,cit,　p.26,
(43)　ibid.,p.26.
(44)村 嶋 英 治 「タ イ に お け る 政 治 体 制 の 周 期 的 転 換 一 議 会 制 民 主 主 義 と 軍 部 の 介 入 」
　 　 『ASEAN諸 国 の 政 治 体 制 』 ア ジ ア 経 済 研 究 所 、1987、157ペー ジ 。
22
(45)YamamotoTatsuro,"ThailandasitisreferredtQintheDa-deNan-haizhi大
徳 南 海 志)atthebeginningofthefourteenthcentury",JournalofEast-West
Mari-timeRelations,Vol,1(1989),p.54.
(46)石井 米雄 、吉川 利 治編rタ イの事典 』 同朋舎 、p.306。
(47)スコー タイが 伝統 的 歴 史観 に よ って 正 の イ メー ジを与 え られ て きた の に対 し、 アユ タ
ヤが負 の イメ ー ジを与 え られて きたの は、 アユ タ ヤの諸王が 民衆 を奴 隷視す る無 慈悲 な
絶 対君 主 と され たか らで あ る、 と石井 は見 る。石 井米 雄 「タ イの 中世 国家像 」池 端雪 浦









[碑文 第 一面]私 の父 の名 は シー イ ンタ ラ ーテ ィ ッ ト(Si-Intharathit)、母 の 名 は ナー
ン ・ス ア ン(NangSuang)、兄 の名 はバ ー ンム ア ン(BanMuang)と い う。 私 に は同腹 の
兄弟5人 、 男3人 、女2人 が いた。長兄 は幼逝 して いた。 私が19歳の とき、 チ ョー ト[=現 在
の メー ソー ト、 ビルマ国境 付近]国 主(Chao-MuangChot)のク ン ・サー ムチ ョン(Khun
Samchon)がター ク国(MuangTak)を 攻撃 し、私 の父 が 出撃 して ク ン ・サー ムチ ョンの左
側 を攻 め たて、 クン ・サ ームチ ョンは右 側か ら攻 撃 して きた。 ク ン ・サ ーム チ ョ ンが侵 入 して
くる と、 わ が 父 の 臣下 た ち(Phrai-fa-na-sai)は散 り じ りに逃 げ 出 した が、 私 は逃 げな
か った。私 はべ 一 クポ ン[と い う名の]象 に乗 って ク ン ・サ ームチ ョンと戦 った。私 はマ ー ト
・ム ア ン[と い う名の]象 と戦 って、 ク ン ・サー ムチ ョンは敗走 した。 ク ン ・サー ムチ ョンの
象 を倒 した こ とで 、 父 は私 に プ ラ ・ラー ム カ ムヘ ー ン(Phra-Ramkhamhaeng)とい う名
をつ けて くれ た。 私の 父の御 世 は、私 は父 につ くし母 にっ くした。肉 や魚 を獲得 した 時 は、 父
に献上 した。 酸 っぱ い果 物 や甘 い果 物、美 味 しい もの を得 た と きは、 私 は父 に献 上 した。 わな
や 象 棚 で 象 を捕 獲 した と きは、 私 は 父 に 献上 した。私 が他 国 に行 って 、 象 を得 た り、 下 男
(pua)を得 た り、 下 女(nang)を 得 た り、銀 を得 た り金 を得 た りす れ ば、 父 に献 上 した。
父 が亡 くな った と き、 兄が継 いだ。 私 は父 にっ くした よ うに兄 につ くした 。私の 兄が亡 くな る
と国の全 部が 私の もの にな った。
ラ ー ム カ ム ヘ ー ン王(Phok-hunRamkhamhaeng)のこ ろ、 ス コ ー タ イ の 国(Muang
Sukhothai)は良か った。水 の なか に魚 が住 み 、 田に は稲穂 が 実 った。 国主(ChaoMuang)
は道 中の住 民 か ら税(Chakop)を徴収 しなか った。 牛 をひ いて商 い に行 く者 、馬 に乗 って売
りに行 く者、 誰か 象を 商 いたい者 は商 い し、誰 か馬 を商 いた い者 は商 い し、誰か 銀や金 を商 い
た い 者 は 商 い した 。 臣民(Phrai-fa-na-sai)であ ろ う と、 王 族(LukChao)、 貴 族
(LukKhun)であ ろ うと、誰 あろ う と亡 くなれ ば、亡 くな った父(Pho-chuasua-kham-
man)の 家屋 、 一族 、 装身 具 、馴 象、 妻 子 、穀 物、 従 者(Phrai-fa-kha-thai)、そ の家
系 の父 の ビ ンロウ樹 の林 、キ ンマ の木 は、 こと ご と くその 子 に継承 され る。一 般 大衆(Phrai
fa)、王族(LukChao)、 貴 族(LukKhun)で あろ うと、 も し争 いが 生 じた ら、事 実 を取
24
り調 べ、 公正 にかれ らの た あに裁判 す る。贔屓 す る者 や隠匿す る者 の側 に味方 しな い。 米をみ
て も王 は欲 しが らな い し、財 をみて も取 ろ うと しなか った。誰 か象 に乗 って、 国の保 護 を求 あ
て くれ ば、援助 して や った。 象 もな けれ ば馬 もな い、男 もな ければ女 もない、銀 もなけ れば金
もな い[と い う有力 者 には]、 国が 成立 す るまで、 それ を十分 に与 えた。 敵や兵 士 を捕獲 した
と きには、殺 した り殴 った り しな か った。 入 口の 門 に鐘(Krading)が ひ とっっ り下 げてあ
る。 市 中の 顔 を覆 った庶 民(Phrai-fa-na-pok)で、争 い事 を持 って い た り、腹 が 痛 くな
り、 胸が つかえ る思 いを して い る者 は、気 軽 に王(Chao-Khun)の ところへ行 き、 王が っ り
さげてお いた鐘 を鳴 らす ので あ った 。国主 の ラー ムカム ヘー ン王 が、[碑 文 第二面]そ れ を聞
くと、公 正 に審 問 した。 ス コー タイの国 の民(Phrai)は誉 め称 え た。[王 は]国 中 に ビ ンロ
ウの 木、 キ ンマ の木 を植 え、 ヤ シの林 も国 に は多 くあ った。 ハ ラ ミツ も国 に多 くあ った。 マ ン
ゴー も国 に多 くあ った。 タマ リン ドも国 に多 くあ った。誰 か植え た者の 所有 にな って いた。 ス
コータ イの国 には トラパ ンポーイの池 が あ った。 水 は澄んで メコ ン川の 水の よ うに美味 しい。
ス コー タイの周 囲に は三 重 の城壁 が あ り、3400ワー [1ワ ー=約2メ ー トル]あ った。 ス コー
タ イの人(khon)は お 布施 を し持 戒 す るのが 好 きで 、 よ く寄進 す る。 ス コー タイ国 の ラー ム
カムヘ ー ン王 を は じあ、老 若男女 、王族 も貴 族 も仏 教 に帰依 して いた。安 居入 りには誰 もが持
戒 し、安 居 明け には衣 を寄進 し、一 か月 の後 に は子 安貝 を盛 った飾 り、果 物 の盛 りっけ、 花 の
盛 りっ け、肘掛 け、枕、 従者 、僧 衣を 寄進す る。 年 に二百 万 もの 贈 り物 が あ る。森 林 派(Aran-
yajik)[の寺 院]か ら市 中 の広場 に通 ず る行 列 に は、太 鼓の 音、歌 声 、弦 の音 が響 き、踊 り
たい者 は踊 り、笑 いた い者 は笑 い、 歌 いたい者 は歌 った。 スコー タイに は四つ の門が あ り中央
門 は人 が押 し合 い して入 って、 蝋燭 を 灯 し花 火 を あげ た。 ス コー タ イの 町 はわれ ん ば か りで
あ った。 ス コー タイの町 の中央 に は本堂が あ り黄 金仏 が あ り、立 った仏 像が あ り、大仏 が あ り、
美 しい仏像 が あ った。 大 きな本 堂が あ り、美 しい本堂 が あ り、僧 が いて 、修 行僧 が いて 、高 僧
が いて、大 僧正 が いた。 ス コータ イの西方 に は森 林派 が あ り、 ラーム カムへ 一 ン王 はこの町 の
僧 よ りも深 く三 蔵 経 を学 ん で きた知識 のあ る大 僧 正、 高僧 に帰依 した。 「この僧 た ち は]ナ
コー ンシータ ンマ ラー ト(MuangSithammarat)からや って 来 た僧 ば か りであ る。 森林 派 の
中心 には、大 きな美 しい本堂 が あ り、立 った仏像 が一体 あ る。 スコー タイの東 側 には本堂 が あ
り僧が い る。 大 きな池が あ り、 ビンロ ウの林 があ り、 キ ンマの林が あ り、畑が あ り田が あ り、
建 物が あ り、 大 きな村、 小 さな村 があ り、マ ンゴーの林 があ りタマ リン ドの林 があ り、絵 に描
いた よ うに美 しい。[碑 文第 三面]ス コー タイの北 側 に は、市場 が あ り、 ア チ ャナ仏 像が あ り、
本 堂が あ り、 ヤ シの林が あ り、ハ ラ ミツの林 があ り、畑 があ り田が あ り、 建物が あ り、大 きな
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村 、小 さな村 が あ る。 ス コー タイの南側 に は、庫裏 が あ り本堂 が あ り、僧 が い る。 ダ ムが あ り、
ヤ シの林 が あ り、 ハ ラ ミツの林が あ り、マ ンゴー の林 があ り、 タマ リン ドの林 が あ り、滝 が あ
り、 プ ラカ プ ン[と い う山]が あ る。 この 山の 神聖 な精霊(Phi-Thepda)はこの 国 の どの
精 霊(Phi)よ り も偉 大で あ る。 この ス コー タ イの 国を支 配 す る王(Khun)が 正 し く祭祀 す
れ ば国 は安泰 で あ る。祭 祀 しなか った り、正 し く祭 祀 しなけ れば、 この 山の精霊 は加 護せ ず、
国 は滅 び る。1292年辰 年 、 この シーサ ッチ ャナ ー ラ イ ・ス コー タイ(Sisatchanalai-Suk-
hothai)の国 主(ChaoMuang)ラ ー ムカ ムヘ ー ン王 が サ トウヤ シの 木 を植 えて14年、石 工
に石の 台座 を作 らせて 、サ トウヤ シの[林 の]中 央 に安 置 した。新月 の 日、 白月8日 、満 月の
日、黒月8日 の 日に は僧 や高 僧が その石 の台座 に座 り、持 戒す る在家 の信 者 に説 経す る。 お経
の な い 日には シーサ ッチ ャナー ライ ・ス コータ イの王 ラーム カムへ 一 ン王 が石 の台座 に座 って
王 族 や貴 族 た ち、国 を治 め る人 物 た ち と政 治 を 行 な った。 新月 と満 月 の 日に はル ーチ ャー ク
リー とい う名 の 白象の左 右の 象牙 に黄金 を貼 りっ け、 その象 に乗 って 森林 派へ参 詣 した。 チ:ヤ
リア ン国(MuangChaliang)に石碑 のひ とっを 仏舎 利 と一 緒 に安 置 した。 も うひ とつの 石碑
はサ ムパ ーイ川 の川 岸の プラ ラーム(Phra-Ram)洞 窟 に安置 した。 もうひ とっ の石 碑 は こ
このサ トウヤ シの林の 中央 に安置 した。 ここには休 憩所がふ たっ あ り、ひ とっ を プラマ ー トとい
い、もうひとっ をプ ッタサ ーラーとい った。石 の台座 はマナ ンシラーバ ー ト(Manang-Silabat)
といい、 ここに安置 してあ るので誰で も見 ることがで きる。
[碑文第 四 面]シ ー イ ンタ ラー テ ィ ッ ト王 の子 ラー ム カムヘ ー ン王 は シーサ ッチ ャナ ー ラ
イ ・ス コー タ イの 王 で あ るば か りで な く、 天 空 下 の 国(Muang)、 マ ー(Ma)、 カ ー オ
(kao)、ラ ーオ(Lao)お よびタ イ ・… ウー川 、 メ コン川 の[流 域 に住 む]タ イ(Thai)
[の王 で ある]。1207年ブタの年[A.D.1285年]仏 舎利 を掘 り出 して皆 に見 せ、一 か月 と
六 日間 の供萎 を行 な った後、 シーサ ッチ ャナ ー ライの 中心 に埋 め、 その上 に仏塔 を建 立 した。
そ して3年 か けて 仏塔 の周囲 に石 の城壁 を築造 した。以前 には タイ文字 はな か った。1205年ヒ
ツ ジ年[A.D.1283]ラ ー ム カム ヘ ー ン王 は タ イ文 字 を お考 え に な った。 タイ文 字 は王 に
よ って誕 生 した。 ラー ム カムへ 一 ン王 は諸 々の タ イ族 の王者(penThao,penPhraya)であ
り、 タイ族 に仏教 の徳 と法 を教 え た教 師で あ り、 タイ国(MuangThai)で は、 確固 と した意
志 を持 ち、 勇敢で 、力 強 く、 比類 な き人物 で あ り、敵 を平 定 して、 国を広 げ多 くの象 を獲 得 し
た。 東 の 方 を平 定 して サ ル ワ ン(Saluang)、ソ ー ン クウ ェー(Songkhwae)[一ピサ ヌ
ロー ク]ル ンバ ー チ ャ ー イ(Lumbachai)、サ カ ー(Sakha)、 メ コ ン川方 面 は、 ウエ ン
チ ャ ン(Wiangchan)[=ビエ ンチ ャ ン、現 ラオ ス の首 都]、 ウエ ンカ ム(Wiangkham)
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に 至 り 、 南 の 方 に は コ ン テ ィ ー(Khonthi)、 プ ラ バ ー ン(Phrabang)[=ナ コ ー ン サ ワ
ン]、 プ レ ー ク(Phraek)[=サ ン ブ リ ー 、 チ ャ イ ナ ー ト県]、 ス パ ン ナ プ ー ム(Suphan-
naphum)[=ス パ ン ブ リ ー]、 ラ ー チ ャ ブ リ ー(Ratchaburi)、 ペ ッ チ ャ ブ リ ー(Phetch-
aburi)、 シ ー タ ン マ ラ ー ト(Sithammarat)[ナ コ ー ン シ ー タ ン マ ラ ー ト]の 海 岸 に 至 る 。
西 の 方 面 は ム ア ン ・チ ョー ト(MuangChot)[=メ ー ソ ー ト、 ビ ル マ 国 境]、 ム ア ン ・ホ ン
サ ー ワ デ ィ ー(MuangHongsawadi)[=ノ ・ン タ ワ デ ィ 、 ビ ル マ]に 至 り 、 海 洋 が 国 境 と な
る 。 北 の 方 は ム ア ン ・プ レ ー(MuangPhrae)、 ム ア ン ・マ ー ン(MuangMan)、 ム ア ン
∴ ・ ・、 ム ア ン ・プ ル ワ(MuangPhlua)[=プ ワ 、 ナ ー ン 県]、 メ コ ン 川 を 越 え て ム ア
ン ・チ ャ ワ ー(MuangChawa)[=ス ワ ー=ル ア ン プ ラ バ ー ン、 ラ オ ス]至 る 。 村 の 人 々 、
町 の 人 々 を 徳 を も っ て 慈 しん だ 。
一 終 一
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